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ん
ご
の
重
大
課
題

ω
一

つ

で

あ

一

一

は

L

い
で
し
ょ
う
一
宗
へ
開
け
ら
れ
た
日
か
ら
六
カ
月
十
戸
一
各
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
流
起
五
九

日

男

女

略

日

一

日

掛

川

相

当

日

品

γ齢

官

出

元

島

転

換

点

に

立

つ

注

目

訪

れ

れ

川

町

コ

i
は
具
体
的
な
振
興
対
策
一
院
時
計
器
開
日
一
し
日
間
前
持
日
明
一
日
自
由
民
話
可
っ
た
人
一
訪
問
持
討
対
日
由
民
一

J

ω

?
の
予
測
を
で
凱
る
だ
げ
的
確
に
つ
か
ん
点
を
抱
え
て
い
る
。
号
、
①
貫
刻
百
十
品
農
業
の
曲
り
角
」
と
い
う
流
い
て
農
家
夏
の
誌
を
も
た
ら
し
、
を
審
議
す
る
委
員
会
)
一
件
童
話
一
文
育
成
、
乳
牛
の
製
一
が
ち
が
い
ま
す
。
間
違
わ
ず
に
権
利
を
一
ひ
ろ
っ
た
人
は
、
こ
の
日
か
日
竺
一
力
一

NHK君
よ
り

1

7

で
い
る
こ
と
@
そ
の
全
体
的
な
動
向
に
壁
霊
に
必
要
な
ぺ
謹
は
巨
大
な
傾
に
行
語
が
生
ま
れ
て
す
で
に
十
年
、
現
在
直
民
林
業
の
今
一
面
的
た
紡
少
を
青
山
昧
す
一
規
僕
拡
大
の
た
め
の
箔
霞
。
そ
の
ほ
か
守
り
ま
し
さ
つ

o

一
月
以
内
に
讐
祭
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ
一
社
会
教
育
訊

j事

所在地大洲高等学校

(昭和23年10月28日指定)
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(1) 

人



で

実

践

一

に

結

び

つ

く

問

題

を

と

り

あ

げ

一

1
1

卜

F

一

て
①
青
少
年
の
心
理
案
の
扱
い
③
一
た
ば
こ
は
市
内
で
一
三
」
の
た
ひ
食
器
悲
喜
査
が
日
本
人
の
食
生
京
将
来
ど
の
よ
う
一
一

l
図
書
館
だ
よ
り

l

老
人
保
険
④
郷
土
の
歴
史
と
文
遺
⑤
一
一
全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
足
る
か
、
そ
の
方
向
畠
り
か
に
一
一

主
か
な
一
法
律
型
志
望
ー
な
ど
で
一
買
い
ま
し
ょ
う
一
一
に
な
り
、
そ
の
調
査
準
備
が
十
月
一
す
る
た
め
に
行
な
つ
も
の
で
す
。
一
一

γ
一
人
で
も
そ
の
人
々
に
読
ん
で

約

七

丈

の

お

と

し

よ

り

が

大

変

熱

心

一

日

か

り

す

す

雪

れ

ま

す

。

こ

の

一

調

査

か

ら

作

ら

れ

長

官

一

一

い

た

た

け

た

皇

で

す

μ

と
駅
前
の
中

に
学
詞
一
し
て
い
ま
す
。
一
旅
行
の
と
さ
も
市
内
で
ア
」
の
調
査
は
、
消
費
者
の
み
な
さ
食
生
活
改
善
の
資
料
に
役
立
て
た
り
一
一
岡
ス
ミ
子
完
全
、
次
の
図
書
喜

こ
の
学
級
は
、
六
十
泊
以
上
の
市
民
一
買
っ
て
持
参
し
ま
し
ょ
一

τの
食
告

P
I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-
5
4つ
な
食
一
一
賭
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
い
ぜ
い

で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
か
り
一
ぅ
。
一
一
襲
を
調
査
す
一
あ
な
た
の
食
事
の
一
宮
生
産
す
ベ
一
一
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
日
る
国
際
的
な
?
と
り
か
た
ま
?
一
き

2
品
質
一
一
毒
物
語
続
釈
尊
物
語

料
は
も
ち
ろ
ん
い
り
ま
せ
ん
。
一
貴
重
な
市
税

T

T
て

わ

高

↑

-

一

者

家

計

の

安

定

一

一

四

諦

の

法

門

の

意

義

と

活

用

お
問
い
合
せ
は
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
一
消
費
税
)
が
ふ
え
ま
す
で
も
は
じ
め
て
一
消
費
者
の
実
態
を
調
査
一
を
考
え
る
資
料
一
一
無
限
へ
の
旅
田
伝
的
人
生
論

長
、
公
民
館
、
教
育
委
員
会
へ

o
F劃
劃

引

白

引

か

一

単

身

者

の

世

帯

寸

作

成

す

る

の

一

一

合

へ

の

復

帰

一

百
し
く
だ
さ
い
。
蓄
は
固
く
す
、
す
り
夫
婦
幕
、
子
供
の
い
る
世
帯
が
そ
の
ね
ら
い
で
す
士
奏
録
続
思
議
録
計
七
冊
一

撲
を
函
る
よ
う
教
え
て
い
た
だ
き
ま
一
一
色
人
世
帯
、
若
い
会
多
い
寄
宿
舎
も
し
も
あ
な
た
の
ご
家
庭
が
こ
の
一
一
マ
は
ぐ
る
ま
グ
ル
ー
プ
苦
虫
歯
一

す
。
無
料
な
の
で
気
れ
る
い
気
持
で
、
の
喜
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
あ
調
査
を
実
施
す
る
世
帯
に
選
ば
れ
た
一
一
奮
を
寄
贈
し
て
い
在
室
し
た
。
一

:
孟
慣
帯
を
選
ぴ
、
各
家
庭
の
食
事
の
と
と
き
は
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
一

相
ぷ
に
お
越
し
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
一
一
T

、

主

一

(
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
-
り
か
た
や
食
品
の
買
し
カ
た
を
詞
べ
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
(
総
務
課
μ
一

こ
の
ほ
ど
大
洲
市
に
六
十
歳
で
は
じ
め
て
入
学
で
き
る
め
ず
ら
し
い
タ
学
級
寸
が
聞
か
れ
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
約
七
十
人
が
そ
の
生
徒
さ
ん
で
、
毎
月
一
回
大
変
熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
級
は
文

部
省
委
嘱
学
級
の
「
大
洲
万
歳
学
級
」
で
、
司
令
者
の
多
い
地
方
で
の
お
と
し
よ
り
の
活
躍
を
期
待
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

(2) 1 5日

六
十
歳
で
入
学
で
き
る

口
夏
物
の
整
理

ぽ
つ
ぽ
つ
夏
物
の
整
理
を
始
め
ま
し

ょ
う
。
う
す
地
の
外
出
着
な
ど
は
、
ち

柳
沢
連
絡
所
叩
月
同
日
、
円
白
一
保
志
野
公
民
館
同
月
6
日、

3
日
目
一
ょ
っ
と
し
か
着
な
か
っ
た
も
の
で
も
よ

新

谷

連

絡

所

悶

月

間

臼

ゆ

日

一

・

如

、

r日
・
知
一
く
洗
っ
て
汗
を

ιっ
て
お
か
な
い
と
し

三
善
連
絡
所
叩
月
6
日、

7
日
一
平
野
連
絡
所
同
月
7
日
、
沼
田
H

一
み
に
な
り
ま
す

c

一

一

下

着

類

も

十

分

に

汗

と

脂

肪

手

洗

い

八
多
喜
連
絡
所
叩
月
円
目
、
日
日
一
南
久
米
連
絡
所
川
月
6
日

I
J
5
一

一

一

お

と

し

て

し

ま

っ

て

く

だ

さ

い

。

真

白

実
は
必
す
つ
な
い
で
お
か
な
け
れ
上
需
連
絡
所
官
官
、
旦
習
は
・
?
と
に
洗
っ
た
つ
も
り
で
も
、
差
出
し
て

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
承
一
※
時
聞
は
八
時
三
十
分
か
ら
十
六
時
三
南
久
米
中
講
堂
悶
月
お
日
円
・
列

t
一
み
る
と
背
中
の
あ
た
り
が
黄
色
に
な
っ

知

の

と

お

り

で

す

。

市

内

で

は

大

部

分

一

十

分

ま

で

。

一

日

一

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

紘

維

の

中

に

残

つ

毎

月

十

日

、

二

十

日

に

民

生

委

員

さ

一

一

一

れ

出

諸

説

」

並

く

諸

問

日

目

的

日

同

一

訪

町

長

十

め

職

業

安

一

目

白

山

口

計

十

一

校

時

計

一

一

一

日

一

時

一

一

」

正

融

自

民

間

り

は

に

わ

問

自

民

翌

日

目

訪

日

昔

日

一

時

語

軒

目

立

問

即

日

目

。

(

肝

心

川

町

一

れ

謡

館

封

日

一

宮

特

判

明

日

3
一

日

間

日

開

問

尚

一

揺

さ
ん
に
も
お
い
で
を
阪
ぃ
、
相
談
に
応
一
月
を
「
身
体
障
害
者
百
促
進
覇
期
一
関
係
行
政
機
関
、
民
間
団
体
と
の
譲
一
員
た
事
例
が
数
件
続
い
て
お
り
ま
す
一
菅
回
連
絡
所
官
官
一

-FFは・
μ
!
一
し
よ
う
。

じ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
o
人
畳
間
」
と
宮
、
関
係
機
関
団
体
に
協
力
一
会
、
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
所
で
一
こ
の
よ
う
な
危
険
な
放
し
飼
い
を
し
て
一
誇
間
半
一
一
一
時
か
り
十
五
時
ま
で
一
三
韮
同
連
絡
所
月
日
w

一
夏
ぷ
と
ん
の
始
末
も
た
い
へ
ん
で
す

0

・
l
i
v
-
-
i
:
}
-
l
-
l・
ト
・

}
i
L

一
一
腿
用
率
未
達
成
事
業
所
へ
の
あ
っ
せ
ん
一
い
る
家
庭
に
は
郵
便
の
配
達
が
で
き
な
一
一
八
多
喜
連
絡
所

m月
川
日
一
ふ
と
ん
が
わ
を
と
っ
て
、
わ
た
を
夜
露

:
iイ
l
i
l
i
-
-寸
J

j
、
一
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
へ
の
入
所
あ
一
く
な
り
ま
す
の
で
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
一
乳
児
の
健
康
相
談
一
上
須
戒
連
絡
所
閃
月

H
H

一
に
あ
て
、
二
日
間
ほ
ど
日
に
干
し
ま
す

さ
て
相
続
政
策
と
は
、
右
の
単
純
言
語
に
贈
与
を
受
け
て
L
る
と
カ
れ
は
害
事
と

L
つ

重

な

こ

と

一

っ

せ

ん

な

ど

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

一

で

お

い

て

く

だ

さ

い

。

一

と

健

康

診

査

一

マ

料

金

一

お

は

よ

く

洗

ミ

の

り

づ

け

、

ァ

承
認
や

E
f
t
-、

白
的
嫁
入
支
度
を
し

i
Mっ
た
と
か
、
遺
が
、
だ
ま
さ
れ
た
り
、
お
ど
か
さ
れ
づ
一
こ
の
機
合
就
職
あ
っ
せ
ん
を
希
望
一

l

i

l

i

-

-

一
マ
該
当
児
l
昭
和
四
十
年
六
月
百
か
一
初
回
一
一
面
百
五
十
円
一
ィ
ロ
ン
仕
上
げ
の
あ
と
、
わ
た
に
か
ぶ

和

得

だ

け

な

に

品

川

J
L
L一
円
二
と
て
す
っ
産
を
分
散
さ
せ
7
く
7
い
と
か
い
う
よ
り
し
て
き
バ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
さ
れ
る
在
職
業
安
定
所
へ
畳
録
さ
れ
一
郵
便
受
箱
の
お
す
す
め
一
り
昭
和
田
士
年
七
月
三
十
一
日
ま
一
追
加
一
四
五
古
一
せ
て
と
じ
ま
す

o

J
相

続

放

棄

刊

一

副

昨

日

げ

な

け

日

ば

な

い

な

訂

民

片

山

川

十

M
M別
式

」

同

日

刊

誌

h
p
d軒
町
日
間
ド
申
土
て
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
地
方
で
就
一
郵
便
震
を
設
備
し
て
お
く
こ
と
は
一
で
に
生
ま
れ
た
者

I
t
t
Eド
I毛

日
目
的

-f-H諮
問
U

家
庭
政
判
所
で
は
親
族
、
相
続
に
闘
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
必
ず
相
続
し
な
得
せ
ず
、
何
の
的
苦
負
わ
な
い
こ
と
は
、
被
相
続
へ
か
死
亡
し
て
自
分
の
た
受
理
さ
れ
る
と
、
集
し
た
人
は
法
律
一
職
し
や
す
い
職
種
に
縫
製
工
や
各
種
産
一
聖
さ
れ
た
郵
便
物
を
保
護
す
る
つ
え
一
マ
日
時
事
蝿
喝
姐
岨
帽
調
圃
一
よ
く
た
た
き
出
す
、
中
性
洗
剤
液
を
こ

す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
相
続
人
に
な
る
わ
け
で
す
。
め
に
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
を
知
っ
た
古
じ
め
か
り
相
続
人
で
な
か
っ
た
の
一
審
単
勢
務
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
に
最
も
安
全
で
効
果
的
な
方
法
で
す
。
一
南
久
米
連
絡
所

m月
6
日

E
E匝
隈
酬
勘
匹
目
一
三
度
と
り
か
え
て
踏
在
日
す
る
、

ま

す

が

、

そ

の

な

か

で

み

な

さ

ん

に

広

に

と

っ

て

大

安

と

き

か

ら

三

か

月

と

1
Jと
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一

l

i

l

i

-

-

一
い
つ
も
一
定
の
場
所
に
配
達
さ
れ
、
と
大
洲
市
公
会
堂
月
日
、
日
盲
目

E

・E・
-
一
よ
く
す
ず
ぎ
、
仕
上
げ
剤
(
ソ
フ
タ
l

く

利

用

さ

れ

て

い

る

わ

り

あ

い

に

、

あ

の

毒

な

こ

と

に

な

負

債

が

多

い

場

合

な

ど

以

内

に

、

自

分

J
f
jに
な

っ

て

間

し

く

な

っ

た

一

ぶ

ど

う

酒

は

一

く

に

不

在

の

と

き

な

ど

は

安

心

し

て

お

一

昔

、

一

季

節

の

魚

「

さ

ん

ま

」

一

代

将

刊

訂

一

出

村

山

刊

訂

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
相
続
放
棄
る
受
口
が
あ
る
か

1

汚
名
押
印
し
た
「
と
か
抱
の
相
続
人
が
約
束
手
守
っ
て
一
一
ら
れ
ま
す
。
ご
家
庭
に
は
ぜ
ひ
郵
便
受
一
※
時
間
は
十
三
時
か
-
早
五
時
ま
で
一
さ
ん
ま
ほ
百
本
の
庶
民
に
親
し
ま
一
ま
で
ぬ
る
ま
湯
を
使
う
、
な
ど
で
す
O

H告
げ

巳

一

一

位

器

時

三

か

月

以

内

に

討

自

民

主

れ

い

ド

一

一

一

一

昨

日

申

郵

便

一

知

計

一

一

戸

一

日

間

一

提

出

一

一

訴

事

持

た
人
(
被
相
続
人
)
の
財
産
を
相
続
す
も
義
務
も
と
も
に
承
継
す
る
単
純
承
認
そ
れ
で
は
、
相
続
放
泰
行
な
わ
れ
(
一
戸
籍
防
本
な
ど
)
を
添
え
て
被
相
続
裁
判
所
に
く
る
前
に
、
他
の
相
続
人
と
で
つ
が
た
く
さ
ん
で
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
室
l
五
百
円
、
小
型
l
四
百
八
古
一
か
ら
一
一
一
十
八
年
九
旦
一
干
日
ま
で
に
一
た
し
た
ち
の
告
に
は
欠
か
せ
な
い
も
一
号
こ
わ
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

る
こ
と
に
な
り
手
。
た
だ
罪
人
は
と
、
債
務
に
つ
い
て
は
相
続
財
産

ω限
る
に
は
具
体
的
に
ど
ん
な
場
合
か
と
い
人
の
住
所
地
を
管
理
す
る
家
庭
裁
判
所
よ
く
相
談
し
て
い
な
か
っ
た
と
か
て
一
新
鮮
な
さ
つ
を
パ
し
あ
が
る
の
は
一
で
す
。
一
生
ま
れ
た
看
一
の
で
す
。
一
涼
し
く
な
っ
て
豪
首
た
か
ら
と
い

相
続
開
始
を
知
っ
た
日
か
ら
三
か
月
以
度
で
の
み
負
担
す
る
屋
承
認
の
二
つ
う
と
、
資
産
よ
り
富
豪
い
場
合
に
に
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
お
互
い
の
感
情
を
こ
わ
す
よ
う
な
こ
と
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
造
つ
な
さ
っ
酒
一

1

1

1

1

1

1

一

マ

日

時

一

さ

ん

ま

の

解

禁

は

一

部

は

八

月

中

旬

7護
費
を
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う

内
に
相
続
す
る
か
、
ま
た
は
放
架
す
る
が
あ
り
ま
す
。
相
続
が
開
始
し
て
何
の
す
る
の
が
量
的
な
場
合
で
、
そ
の
ほ
し
三
一
か
月
以
内
に
相
続
人
の
間
言
語
々
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
一
を
飲
む
の
は
健
康
や
美
容
上
た
い
へ
ん
一
寄
生
虫
駆
除
の
一
南
条
連
絡
所
叩
月
日
一
か
り
で
す
が
、
全
面
的
に
は
九
月
主
九
月
に
は
い
る
と
く
だ
も
の
、
野
菜
類

か
、
自
分
の
意
閉
不
自
由
に
選
ぶ
こ
と
手
続
き
も
し
な
い
で
三
か
月
過
ぎ
る
と
か
資
産
が
あ
ま
り
多
く
な
い
と
か
、
生
合
い
が
つ
か
な
い
と
か
近
票
方
々
に
こ
と
の
な
い
よ
う
相
続
人
員
で
よ
く
一
よ
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
一
い
っ
せ
い
検
便
一
八
多
喜
連
絡
所

m
L日
一
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
い
ち
ば
ん
安
く
一
も
ど
ん
ど
ん
出
回
り
ま
ず
か
ら
パ
ラ
ン

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
相
続
人
は
被
単
純
承
認
し
た
こ
と
に
な
り
手
。
活
が
安
定
し
て
い
る
と
か
、
被
相
続
人
あ
っ
て
調
査
に
て
ま
ど
る
な
ど
て
期
話
合
つ
で
も
り
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
し
か
し
二
言
語
を
家
庭
で
造
る
一
一
大
洲
市
公
会
堂

ω月
昔
、
旦
て
お
い
し
い
の
は
や
は
り
九
月
下
付
か
一
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
っ
て
徐
々
に
体

主
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括
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立

山
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一
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一
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引

い

じ
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再

三

位

門
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昨

日

目

立

問

耕

一

日

一

こ

抗

日

目

ん

す

i
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大
洲

i
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1
5日
一

ジ

フ

テ

リ

ア

百

日

一

言

E流

に

乗

っ

て

や

っ

一

主

計

十

軒

刊

誌

事
L

A

T

L

f

¥

九

川

虫

竺
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口

一

用

の

苦

手

法

若

干

い

る

だ

け

で

こ

と

窓

要

で

す

o
を
つ
す
る
こ
と
に

7

2

-

大
洲
築
地
区

ω月
日
、
旦
ゼ
キ
混
予
防
接
種
一
さ
ん
ま
の
栄
長
価
は
た
い
へ
き
一
か
か
名
す
い
も
の
で
す
。

中

本

市

川

一

小

川

一

ト

一

JJf一

芝

町

一

一

二

?

判

所

で

は

房

長

軒

十

日

M
K
D
M守
智

一

だ

さ

い

。

日

何

時

所

川

口

一

日

日

一

マ

ヂ

ド

ω月
均

百

円

宇

一

明

日

目

刊

誌

日

長

一

健

許

可

日

暗

殺

ヘ
ス
一
山
一

l

F

7

i

r

U

4

1

K

ム

一

本

人

の

自

由

な

意

思

で

な

さ

れ

た

か

と

菅

回

連

絡

所

叩

月

何

日

、

初

日

一

日

・

如

く

さ

ん

A
霊
れ
て
い
て
、
警
満
点
で
育
長
、
十
分
な
時
限
そ
し
て
栄
養
の
補

24

“

h
リ

η
l
c

更

，

っ

か

を

、

本

人

に

た

し

か

め

ま

す

、

こ

大

川

連

絡

所

ω月
却
日
、
引
日
一
大
洲
市
公
会
堂
而
円
引
日
w

す
。
あ
の
ほ
ろ
苦
い
意
味
は
、
胆
り
つ
一
給
が
肝
心
で
す
。

大

洲
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七

十

人

が

熱

心

に

勉

強

心
配
ご
と
法
律

人

権

相

談

。
と
き
毎
月
二
十
日

午
後
一
時
2
午
後
四
時

当
日
が
土
旺
、
日
旺
な
れ

ば
月
日
に
繰
下
げ
る
。

O
と
こ
ろ
大
洲
市
公
会
堂
(
階
上
)

(6) 

の
苦
味
で
こ
れ
が
消
他
液
の
分
泌
を

う
な
が
す
消
伯
剤
の
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
号
も
や
わ
ら
か
い
の
で
「
骨

ま
で
愛
し
て
:
:
:
」
食
べ
れ
ば
、
残
す

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
さ
ん
ま
の
こ
と
を
外
国
人
は
、

ピ
ッ
ク
・
サ
ー
ジ
ン
(
大
き
な
い
わ
し

)
と
し
て
珍
重
し
ま
す
。

食
べ
方
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
塩

焼
き
が
最
高
で
す
。

戦
争
・
平
和
・
人
間

世
界
の
子
ど
も

草
の
根
の
教
師
た
ち

鏡
の
な
か
の
世
界

日
本
の
μ辺
倒
貴
族

大
岡
越
前
守

人
を
ど
-
つ
生
き
る
か

山
本
五
十
六

恐
る
べ
き
良
一
一
一
円
計
九
冊

マ
郷
土
教
育
資
料
(
新
刊
)

愛
媛
県
編
年
史
第
三

愛
媛
県
老
樹
名
木
図
説

愛
媛
の
自
然
界

愛
媛
の
文
学

愛
媛
の
わ
ら
べ
歌
と
民
謡

広
報
の
し
お
り

身

障

者

に

愛

手
を

飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

の

雇
用
促
進
運
動
す
す
め
る

六
洲
税
務
署

松
山
家
庭
裁
判
所
大
洲
支
部


